
課題解決にむけて焦るまえに
確認すること・必要なこと

～誰にでもわかりやすいビジョンを軸に事業を再構築～

宜野座村役場 健康福祉課
地域包括支援センター 照屋 彩子



宜野座村の地域概要 ①

2025年
人口 6,593人

高齢者人口 1,589人

高齢化率 24.1％

後期高齢化率 12.5％

認定率 16.5％

調整済み認定率 16.7％

要介護者数 201人

要支援者数 56人

サービス事業対象者数 ５人
1人当たり
介護給付費

（年）
318千円

日常生活圏域数 １圏域

面積 31.3㎢

合計特殊出生率 2.2

※全国で３番目に高く子育てが盛んな村



宜野座村の目の前の課題

対象条件が曖昧なため、目標設定や達成が難しい。
また、ケアマネや家族の要望でサービスを導入したが、サービス終了後はまた元の生活に戻ってしまう。
理学療法士と調整をする体制づくりができていない。

訪

問

C

参加者の年齢幅が年々広がっている為、前期高齢者と後期高齢者の運動強度に差がある。また、65歳以
上は誰でも参加可能としている為、要介護の方が参加することもありスタッフの介護負担が増している。
移動手段がない高齢者の参加希望に応えるため、事業の運営に送迎を要している。

一
般
介
護
予
防
事
業

水中運動教室は運動強度が違うアクティブクラス（元気高齢者）とリフレッシュクラス（虚弱高齢者）
を設けたが、リフレッシュクラスの介護度が高く、もう一つの一般介護予防事業（ぬちぐすい教室）と
区別化ができていない。

６区中、２区自主化に繋がることができたが、その２区においても継続するためには定期的なフォロー
が必要と判断し現在も３か月に１回のフォローをおこなっている。自主化に向けての取り組み方や、自
主化そのものが村の地域性に合っているかの判断が難しい。
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操

教
室



宜野座村の目の前の課題

一般介護予防の
対象者を整理し

なきゃ

総合事業が訪問Cしか
展開できていないこと
で介護度の高い高齢者
が一般介護予防事業に
参加している

総合事業を整理す
る必要がある

介護予防をもっ
と浸透させたい

ケアマネへ自立の定義を
伝えなきゃ

ケアマネへ自立の定義
を伝える必要がある

地域包括支援センターを
もっと知ってもらう

必要がある

地域包括支援センターを
もっと知ってもらわなきゃ

いけない

若いうちから健康や
介護予防について

知ってもらう必要がある

住民や介護事業の方たちに
宜野座村の課題を
知ってもらう必要がある



宜野座村の目の前の課題

・・・それぞれの事業に課題があるけれど、

１．何から整理したらよいかわからない

２．優先順位が決められない

３．このままではダメなのはわかるけど
どこから手を付けたら良いのかわかならい



多様な関係者と個別取組の課題について話し合いを実施

結論がみえない

基本理念（ビジョン）に立ち返る

村が目指す「高齢者の姿」がイメージできるビジョンを再構築

元気で
活力に満ちた
共生の村って？



基本理念（ビジョン）の再確認

第１０期宜野座村高齢者保健福祉計画の基本理念（ビジョン）

元気で活力に満ちた共生の村

よく食べ、
よく眠り、
よく笑い、
ゆんたく(お喋り）
を楽しみ、

夢や希望をもって、
地域に誇りを持ち、
自分に役割があって

お互いを気遣い合いながら
もちつもたれつ

その人らしく笑顔で
自分の大好きなことが
できるむら

元気で 活力に満ちた 共生の村



総合相談後の繋がり先整理 SWOT分析

宜野座村を取り巻く状況を見える化する

従前相当に流れている方が多い。
通所Cは１件だけで総合事業が
うまくまわっていない。

気付き

地域の強みが「地域資源」だった。地
域の繋がりが強く、公共施設、交通手
段が無料と恵まれている。

気付き



総合事業の理想と現実の整理 通いの場の整理

宜野座村を取り巻く状況を見える化する

総合事業の構築ができていないので、一般介
護予防事業に介護度の高い方も集まる仕組み
になっている。通いの場に行けない方の受け
皿が一般介護予防事業となっている。

気付き

通いの場が少なく、自主体操を急ぎで進める
必要があると思っていたけれど、既存の通い
の場を把握しただけでも47か所。目指す数を
50か所としていたが、意外と多かった。

気付き
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④ 要介護と要支援では要介護が多い

構成市町村の高齢化率

人口推移予測

※（出典）
●構成市町村の高齢化率：総務省「住民基本台帳に基づく人口、人口
動態及び世帯数（令和6年1月1日現在）
●人口推移予測： ［出典］総務省「住民基本台帳に基づく人口、人口
動態及び世帯数（令和６年１月１日現在）

宜野座村を取り巻く状況を見える化する

高齢化率は高くないが、高齢者の伸び率が他
市町村と比較しても高いため、早めに介護予
防に重点をおく必要がある。

気付き



介護人材不足と受け皿（介護サービス）の減少
※（抽出方法）
●利用者数と定員数：各事業所管理者へ調査
●閉所事業所数：各市町村担当者へ確認

宜野座村を取り巻く状況を見える化する

人材不足・資源不足が予想され、サービスを
利用したくても利用できなくなる可能性があ
る。元気な高齢者を増やす取り組みが必要。
介護予防の重要性が高まった。

気付き
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④ 要介護と要支援では要介護が多い

介護認定率・新規介護認定の方の区分整理

新規申請で重度介護の方の原因

※（抽出方法）
●5歳刻み年齢別要介護認定率：沖縄県介護保険広域連合より
●新規で重度認定を受ける方の割合：リームスで新規申請リストを抽出
●新規申請で重度介護の方の原因：認定調査内容を確認・分析

宜野座村を取り巻く状況を見える化する

いきなり重度介護認定を受ける方が多く、重度化
防止のためには若いうちから健康意識をもつこ
と・保健分野との連携が必要。また、認知症や廃
用症候群で新規重度介護認定を受けるということ
は、相談につながっていないケースが考えられ、
相談窓口の普及啓発をする必要性がある。

気付き



ビジョンを達成するために必要なこと

後期高齢者の伸び率が高く、
2040年には高齢化の影響を受

ける可能性がある

あと５年以内には体制を
整える必要がある

介護人材不足と受け皿
（介護サービス）の減少

いきなり重度介護認定
の方が多い

介護予防を若いう
ちから浸透させな
ければならない

元
気
な
高
齢
者
を
増
や
す

元
気
で
活
力
に
満
ち
た
共
生
の
村

介護事業所や事業所同士
の連携強化

包括や相談先の情報周知
が足りていない

高齢者の健康状態が把握
できていない

悪化してから相談す
るのではなく早期か
ら相談できるよう包
括支援センターを
知ってもらう

1

2

3
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2040年には高齢化の影響を受
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あと５年以内には体制を
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介護事業所や事業所同士
の連携強化

包括や相談先の情報周知
が足りていない

高齢者の健康状態が把握
できていない

悪化してから相談す
るのではなく早期か
ら相談できるよう包
括支援センターを
知ってもらう

相談受付のとき
のフローを作成
して整理する

村内アマネジャー
へ介護予防ケアマ
ネジメントの方針

を共有する

通いの場を知っ
てしてもらう

65歳以上の健康
状態不明者の把

握と共有

介護予防の自走
化が今後は必要

介護予防を推進す
るために住民へリ
サーチをする

若いうちから介
護予防へ取り組
むために推進班
との調整が必要

介護予防の必要
性について知っ

てもらう

ビジョンの普及
が必要

一体化予防事業

相談窓口を知っ
てもらう

保健指導が必要
な65歳以上高齢
者の把握と共有

事業所が定期的に集
まる機会が必要

事業所間の
連携が図れる

第２層協議体の
安定化

互助や日頃の取
り組みを共有・
できていること
を見える化する

少子高齢化の懸
念事項を住民の
方々へ伝える

通所Ｃと通所Ａ
を実施する必要

がある

総合事業を一般
介護予防事業・
通いの場への連
動性を持たせる

1

2

3



ビジョンを達成するために必要なこと

基本理念（ビジョン）を達成するために
必要なことを洗い出したが実施事項はと
ても多かった。

そこでビジョンを達成するために必要な
事項をロードマップとして整理し、文章
化、見える化を行った。

ロードマップの作成



ロードマップの作成

大項目 中項目 小項目 誰が 誰と いつ／いつまでに 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

●総合事業の入口と出口の再構築
●相談受付時のフローの再整理

ア：対象者像の整理・窓口でのｺﾝﾄﾛｰﾙ 照屋・中島 ケアマネ・包括 令和７年７月までに

イ：フローについてディスカッション 照屋・中島 包括内 令和７年７月までに

ウ：ディスカッションを踏まえた再整理 照屋・中島 ケアマネ 令和７年６月

エ：フローの関係者間共有　（窓口対応の共有） 照屋・中島 関係者 令和７年７月

●介護予防ケアマネジメントの方針共有

ア：自立支援型ケアマネジメントのマニュアル化 照屋・真栄平 包括内 令和７年６月

イ：関係者間での共有 照屋・真栄平 関係者 令和７年７月

●通いの場の周知

ア：通いの場の整理（手持ちとして整理） 新川 包括内 令和７年7月までに

イ：周知方策の検討 新川 担い手 令和７年7月までに

ウ：関係者への再周知 新川 関係者 令和8年7月までに

エ：住民への周知 新川 担い手 定期的/住民健診時

●宜野座村の高齢福祉について普及啓発
●相談窓口の普及

ア：高齢者の拠点を考える 照屋 包括/社協/事業所令和７年５月までに

イ：チラシ作成 新川 包括 令和７年６月までに

ウ：高齢者の拠点へ配布、掲示 新川 包括/社協/事業所令和７年７月までに

●ビジョンの普及

ア：プレゼン資料の作成 照屋 包括 令和７年３月までに

イ：窓口で動画を流す（窓口整理） 新川 包括 令和７年８月までに

ウ：各区で動画を流す 新川 包括 令和７年４月までに

●介護予防の必要性について普及

ア：プレゼン資料の作成 照屋 包括 令和７年３月までに

イ：各区への講話 川上・新川 包括 令和７年４月までに

ウ：各団体への講話 川上・新川 包括 令和７年12月までに

やること 分担 R6年度 R7年度

1

2

(1)

(1)

(2)

(2)

(3)

(3)

祝い金の際に

掲示・配布

回覧・決定
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ロードマップの作成

誰が・誰と・いつまでに
の分担を明記する

職員が入れ替わっても
行うべきことがぶれない
ように令和9年度までの
ロードマップを作成

大項目
中項目
小項目

を記入する

ロードマップで

誰が・なんのために
いつ頃・何をするのかがわかる



現在の取り組み

※つきいちミーティングでみんなからの意見を手書きで書きこんで、あとで修正をしています。

月に１回の
ミーティングで
事業進捗の確認や

意見交換を
行っている

元気な90代を集めて
「元気の秘訣」をイ
ンタビューしてはど
うか？？その様子の
写真などを展示した
ら、年齢を重ねるこ
とにもっとポジティ
ブになれる人が増え

るのでは！？

新しいアイディア



ビジョンを軸にロードマップを作成して良かったこと

優先順位の
整理ができた

見える化が
できた

目線が揃った



これから

つきいちミーティングで課題を共有し、みんな同じ目線で話し合いが持て事業を進め
ることができたことで得られた組織の一体感を今後も継続していきます。

つきいちミーティングを
継続していく

令和６年度末に掲げたロードマップですが、現在も試行錯誤しながら追加修正をおこ
なっています。令和８年度に向けてブラッシュアップしていき完成を目指していきた
いと考えています。

ロードマップを完成させる

ロードマップを進めていくうえでは周囲関係者や地域有識者の方々の協力を仰いだほ
うが地域全体で進めていけると考えています。ロードマップの共有を今後は地域関係
者も含めて話し合いができればと思っています。

関係者も参画してもらえる
よう協力を仰ぐ

これからもビジョンを達成するためのツールとして、ロードマップを活用しながら事
業をまわしていきたいと考えています。

ロードマップをもとに
進めていく



ご清聴ありがとうございました


